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遺伝子組換え作物栽培計画書

　　年　　月　　日

　長野県知事　様


住　　所
電話番号
氏　　名　　　　　　　　　　　印
（法人の場合は法人名・代表者名を記入）


　遺伝子組換え作物の栽培等に関するガイドライン第５の２の規定により、下記のとおり提出します。

	栽培の目的
	



	栽培する遺伝子組換え作物の名称等
	作物名：（生物分類学上の種の名称）　

	
	品種名：（品種や系統）

	
	種苗の入手元：（会社名、連絡先）

	
	種苗購入日：　　年　　月　　日　　

	
	種苗購入量：　　　　　kg（又はg）

	
	第一種使用規定承認日：（カルタヘナ法による承認年月日）

	栽培を行うほ場の所在地・規模・構造
	住所：

	
	施設（鉄骨ハウス・パイプハウス）　・　露地　　（いずれかに〇）

	
	規　模：　　　　　㎡

	栽培の期間
	栽培期間：　　年　　月　　日　　から　　年　　月　　日　　まで
※は種日から収穫終了日を記入

	栽培に係る交雑防止措置の内容
	

	同種一般作物との交雑の有無を確認するための調査方法
	



	種苗の保管等
	種苗の保管場所：

	
	一般作物との混入防止措置の内容：

	収穫方法
	収穫方法：（使用機械等）

	
	残さの処理方法：

	
	一般作物との混入防止措置の内容：

	収穫物の管理
	収穫物の保管場所：（住所等）

	
	出荷先等：（出荷先等の住所、連絡先等）

	
	運搬方法：

	
	残さの処理方法：

	
	一般作物との混入防止措置の内容：

	栽培管理責任者名・住所
	住所：　　　　　　　　　　　　　

	
	氏名：

	
	連絡先：

	説明会の概要
	開催日時：

	
	開催場所：

	
	参加者数：

	
	出された主な意見：



【添付書類】
　・遺伝子組換え作物の種苗の入手元、購入量等が分かる予約伝票等の写し
　・栽培を行うほ場等の付近の見取り図
　　※隔離距離による交雑防止措置を執る場合は同種一般作物の栽培状況が分かるもの
　・栽培を行うほ場の規模及び構造を明らかにした図面
　・種苗及び収穫物の保管施設の構造を明らかにした図面
　・収穫物や作業機械等の移動経路図
　・設置する看板に記載する内容の案
　・説明会関係資料（参加者名簿、周辺ほ場の耕作者名が記入された地図及び説明会で使用した資料一式）











（別紙様式２）

遺伝子組換え作物栽培開始届出書

年　　月　　日


　長野県知事　様


住　　所
電話番号
氏　　名　　　　　　　　　　　印
（法人の場合は法人名・代表者名を記入）


遺伝子組換え作物の栽培等に関するガイドライン第５の５の規定により、下記のとおり届け出ます。

	栽培計画提出年月日
	

	栽培を開始した遺伝子組換え作物名・品種名
	作物名：

	
	品種名：

	遺伝子組換え作物の種苗を受領した年月日
	

	備考
	

















（別紙様式３）

遺伝子組換え作物栽培計画変更届出書

年　　月　　日


　長野県知事　様


住　　所
電話番号
氏　　名　　　　　　　　　　　印
（法人の場合は法人名・代表者名を記入）


遺伝子組換え作物の栽培等に関するガイドライン第５の６の規定により、下記のとおり届け出ます。

	栽培計画提出年月日
	

	計画の変更予定年月日
	

	計画の変更内容
	

	計画の変更理由
	



【添付書類】
　変更後の遺伝子組換え作物栽培計画書











（別紙様式４）

遺伝子組換え作物栽培実績書

　　年　　月　　日

　長野県知事　様

住　　所
電話番号
氏　　名　　　　　　　　　　　印
（法人の場合は法人名・代表者名を記入）


　遺伝子組換え作物の栽培等に関するガイドライン第５の７の（１）規定により、下記のとおり提出します。

	栽培の目的
	



	栽培した遺伝子組換え作物の名称等
	作物名：（生物分類学上の種の名称）　

	
	品種名：（品種や系統）

	
	種苗の入手元：（会社名、連絡先）

	
	種苗購入日：　　年　　月　　日　　

	
	種苗購入量：　　　　　kg（またはg）

	
	第一種使用規定承認日：（カルタヘナ法による承認年月日）

	栽培を行ったほ場の所在地・規模・構造
	住所：

	
	施設（鉄骨ハウス・パイプハウス）　・　露地　　（いずれかに〇）

	
	規　模：　　　　　㎡

	栽培の期間
	栽培期間：　　年　　月　　日　　から　　年　　月　　日　　まで
※は種日から収穫終了日を記入

	栽培に係る交雑防止措置の内容
	

	同種一般作物との交雑の有無を確認するための調査方法
	



	交雑確認調査結果
	

	種苗の保管等
	種苗の保管場所：

	
	一般作物との混入防止措置の内容：

	収穫方法
	収穫方法：（使用機械等）

	
	残さ処理方法：

	
	一般作物との混入防止措置の内容：

	収穫物の管理
	収穫物の保管場所：（住所等）

	
	出荷先等：（出荷先等の住所、連絡先等）

	
	運搬方法：

	
	残渣の処分方法：

	
	一般作物との交雑防止措置の内容：

	栽培管理責任者名・住所
	住所：　　　　　　　　　　　　　

	
	氏名：

	
	連絡先：

	次期作のほ場利用計画及び次期作の収穫物の扱い
	



【添付書類】
　・栽培を行ったほ場等の付近の見取り図（実績）
　　※隔離距離による交雑防止措置を執る場合は同種一般作物の栽培状況が分かるもの
　・収穫物や作業機械等の移動経路図（実績）
　・栽培から収穫までの状況が分かる写真（播種または定植時、生育期、開花期、結実期、収穫時）
　・種苗及び収穫物の保管状況が分かる写真
・交雑確認調査結果のデータ、資料












（別紙様式５）

遺伝子組換え作物栽培中止届出書

年　　月　　日


　長野県知事　様


住　　所
電話番号
氏　　名　　　　　　　　　　　印
（法人の場合は法人名・代表者名を記入）


遺伝子組換え作物の栽培等に関するガイドライン第５の７の（２）の規定により、下記のとおり届け出ます。

	栽培計画提出年月日
	

	栽培している遺伝子組換え作物名・品種名
	作物名：
品種名：

	栽培を中止した年月日
	

	栽培を中止した理由
	

	栽培を中止した遺伝子組換え作物の処分方法
	











（別記）

栽培ほ場に設置する看板の規格等


１　規格
    (１)　表示面 ：日本工業規格Ａ２番（タテ ４２０ｍｍ×ヨコ ５９４ｍｍ）以上
　　(２)　文	字 ：５０ポイント以上

２　材質
　　遺伝子組換え作物の栽培期間中を通して使用可能な耐候性を有する材質とすること。

３　設置場所
　　栽培ほ場の道路に面した見やすい場所に１箇所以上設置すること。
　　なお、高さは看板の底辺が地面から100cm程度とする。

４　表示事項
　　(１)「遺伝子組換え作物栽培ほ場」と明記
　　(２)栽培作物名及び品種名
　　(３)栽培期間
　　(４)ほ場の地名・地番・面積
　　(５)栽培申請者、栽培管理責任者の氏名及び連絡先


※看板の例

　　　　　　　　　　　　　　遺伝子組換え作物栽培ほ場

　   　◆栽培作物名	　　      　  大豆	
   　　◆品種名　　　　　　　   　　 ○○○○○
　   　◆栽培期間                    ○年○月○日～○年○月○日
　   　◆ほ場の地名・地番・面積      長野県○○市・・・・・　　　○○㎡
　   　◆栽培申請者                  ○○株式会社　代表取締役社長　長野一朗
　　   ◆栽培管理責任者　　　        信州　次郎
　   　◆連絡先		　　　　　　　×××－×××－××××
			

